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Abstract
This paper reviews sections 2-3 of Shin Kashoki, an ukiyo-zoshi published in 1688 by Ihara Saikaku. The 
source of this chapter has been regarded as Hojo Godaiki, but new sources clarify that it is two anecdotes of 
the famous samurai Kimura Shigenari in the early modern period.
One anecdote states that Shigenari burned incense of aloeswood and painted his teeth black when he died 
at the Summer Battle of Osaka. The other, which was told in later years, describes Shigenariʼs visit to 
Tokugawa Ieyasuʼs headquarters after the Winter Battle of Osaka. Saikaku created a story using these sourc-
es.
Furthermore, in the third level of the stratified world, it was revealed that the betrayal involving Hideaki 
Kobayakawa and the Mikawa Ikko ikki was layered. By developing such topics, Saikaku wrote the right way 
for the samurai.
はじめに：素材の指摘の重要性
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連続性とは、具体的には巻 1 の 1、2 は『太平記』の複数の章、巻 1 の 3、4 は珍談・奇談・霊験譚、巻
2 の 5、6 は東方朔・季札、仲麻呂や真備などの中国関連の故事・逸話であった。それぞれの 2 章は、
素材自体が何らかの関連性を持っており、また重層世界の関わりからも、2 話セットともいうべき形を
とっていたのである。『新可笑記』の元来の巻 2 は、現在の巻 1 の 5 と巻 2 の 1、2、3、4 であったこと
についてはすでに論じたが 2）、元巻 2 の巻頭から連続する 3 章は、仮名草子『是楽物語』を素材の一部と
して取り込んでいた。『是楽物語』の中心人物是楽の何某は巻 1 の 5 の大工で、中巻の陶朱公の故事は巻
2 の 1 の有馬の分限の逸話に相当する。『是楽物語』中巻の玄宗と楊貴妃の逸話は、陶朱公の故事の前に
長々と語られており、それは巻 2 の 2 の武烈と暁の少納言の逸話に相当していた。




前章巻 2 の 2 は、仏師の冤罪を晴らし、道理に遵うことが武士の正しいあり方であるということを主
題としていた。本話も、偽証によって褒賞を得た侍の不正を連判によって糾弾し、正道に導き道理を通
そうとする話となっている。先の論考で論じたように、前章巻 2 の 2 の重層世界は、織田信長の比叡山
焼き討ち事件であった。前々章巻 2 の 1 の重層世界は豊臣秀吉の逸話であり、それを受けて巻 2 の 2 が
信長の逸話に展開していたわけである。元巻 2 が、戦国を勝ち抜いた武将の逸話列伝となっているとい






































































う。ただ「歯を染めたる首」の頭注に「小田原北条家の侍は歯黒をす」（『北条五代記』巻 5 の 2）を引いて
いるので、ここは単なる事実の指摘であるとしても、『北条五代記』が関連するかのような印象を与える
が、巻 5 の 2「関東昔侍形義異様なる事」は、その軍装の異様さに焦点が当てられており、本話とは取り
上げられ方の観点が異なっている。
これら従来の指摘について検証すると、『北条五代記』巻 2 の 2 は、1 人の敵を 3 人で討ち取ったため






































木村重成は大坂夏の陣の若江の戦い（慶長 20 年 5 月 6 日）において討ち死にした。その事件について、
「大日本史料」（東京大学史料編纂所）には、多くの記事がみられるが、その記述内容は大きく 2 つに分
かれる。A・B に分けてみてみる。
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なる。「連判の座」は、大坂冬の陣の和睦が成立し（慶長 19 年〈1614〉12 月）、秀頼、家康の双方が誓紙を
取り交わすことになり、木村重成らが家康の本陣へ出向いて家康と対座し、胸を据えて血判を要求した
逸話を踏まえるのであろう。
ただし、重成らが家康の本陣へ出向いたとするのは歴史的な事実ではない。事実は、慶長 19 年 12 月
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の A から D、本話の A ⅰから D ⅰに対応させると、重層世界は次のような A ⅱから D ⅱの形となる。
A ⅱ　関ヶ原の合戦
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『新可笑記』巻二の三「胸を据ゑし連判の座」の検討
－ 7 －





































挿絵では署名するのは 16 人であるが、本文では「連判三十八人」となっている。それは慶長 5 年（1600）





家康は三か条の起請文を与えて一揆側と和睦する。『武徳編年集成』巻 7 に、次のようにある 11）。
（吉田太左衛門は、本多弥三郎正信、蜂屋半之丞、渡辺半蔵守綱等を諫めて「降ヲ請ヒ、忠戦ヲ遂




























た。毛利元就は弘治 3 年（1557）2 月 2 日、12 月 2 日に、それぞれ備後、安芸の国人と連署起請文を取
り交わしている。その時の 2 通の傘連判状には、元就は毛利右馬頭元就と署名し、他の人物も苗字・官
名・名乗りで署名している。安芸の国人との連署には、12 人中 9 人に花押まである 13）。
武士の連判状と異なり、農民一揆などでは名前だけが記されるのは当然であるが、押印されているも





























女子大学紀要　人文・社会科学編』第 66 巻、2019 年 3 月）・③「『新可笑記』巻一の三「木末に驚く猿の執心」の検
討―家光・忠長の将軍位継承争いと武士のあり方―」（『武庫川国文』第 85 号、2018 年 11 月）・④「『新可笑記』
巻一の四「生き肝は妙薬のよし」の構造―夢幻能の利用と家光・正之の主従関係―（『武庫川国文』第 86 号、
2019 年 3 月）・⑤「『新可笑記』巻二の五「死出の旅行く約束の馬」の検討―章番号の齟齬と武田信玄の上洛宣言―」
（『武庫川国文』第 87 号、2019 年 11 月）・⑥「『新可笑記』巻二の六「魂呼ばひ百日の楽しみ」の検討―戦国武将武
田信玄の上洛作戦と挫折―」（『日本語日本文学論叢』第 15 号、2020 年 3 月）・⑦「『新可笑記』巻一の五「先例の
命乞ひ」の検討―戦国武将豊臣秀吉の生き方と千利休切腹事件―」（『武庫川女子大学紀要』第67巻、2020年3月）・
⑧「『新可笑記』巻二の一「炭焼きも火宅の合点」の検討―戦国武将豊臣秀吉と秀次切腹事件―」（『武庫川国文』第
88 号、2020 年 3 月）・⑨「『新可笑記』巻二の二「官女に人の知らぬ灸所」の検討―戦国武将織田信長と比叡山焼
き討ち事件―」（『武庫川国文』第 89 号、2020 年 11 月）
 2） 注 1 の⑤参照。
 3） 『新可笑記』本文は『井原西鶴集④』（「新編日本古典文学全集」広嶋進校注・訳、小学館、2000 年）による。　
 4） 浮橋康彦「西鶴の文体の一原型―『北条五代記』と『日本永代蔵』」（『西鶴』（「日本文学研究資料叢書」有精堂出版、
1969 年、初出・『国文学攷』第 43 号、1967 年 6 月）・「『新可笑記』の構造をめぐって」（森山重雄編『日本文学　
始源から現代へ』笠間書院、1978 年）





ス化の試み（慶長 5 年 3 月～同年 12 月）」（『別府大学紀要』57 号、2016 年 2 月）。「在京公家・僧侶などの日記
における関ヶ原の戦い関係等の記載について（その 2）―時系列データベース化の試み（慶長 5 年 3 月～同年 12
月）」（『史学論叢』第 46 号、2016 年 3 月）
 9） 『中臣祐範記』は、「史料纂集　古記録編」（八木書店、2015 年）による。
10） 『寛政重修諸家譜』巻第 294（第 2 輯、国民図書、1923 年）
11） 国文学研究資料館所蔵本。句読点を補った。
12） 『参州一向宗乱記』は、『蓮如　一向一揆』（「日本思想大系」17、岩波書店、1972 年）による。
13） 『毛利家文書之一』225・226（「大日本古文書 家わけ第八」、東京大学史料編纂所、1997 年）
受理日　2020 年 11 月 27 日
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